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（１）制度概要
 SDGsに先導的な取組を行う都市を内閣府が選定（外部委員会に

よる審査)
 2018（H30）～2024（R６）年度の７ヶ年で210都市を選定予定
 未来都市30都市程度/年、うち10事業程度がモデル事業に選定

（２）選定による主なメリット
 関連施策実施に当たり関係省庁タスクフォースによる支援
 関係省庁・有識者による「未来都市計画」への助言・情報発信 など

〈未来都市〉 地方創生推進交付金（※1）１事業枠追加（現行7→８枠）
（※1）R5年度から「デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）」に名称変更

〈モデル事業〉 地方創生支援事業費補助金（※2）

① 全体マネジメント・普及啓発経費：補助率100%・上限1,500万円
② 事業実施経費：補助率50%、上限1,000万円
（※2）国と協議のうえ6月または9月補正予算に計上予定

SDGs未来都市とは



全国における選定状況
年度 選定都市数 モデル事業数 うち中国地方 （下線はモデル事業も採択）

2018
(H30)

２９/55都市 １０事業 岡山市 真庭市 広島県 宇部市

2019
(R元)

３１/57都市 １０事業 智頭町 日南町 西粟倉村

2020
(R2)

３３/77都市
（３４自治体）

１０事業 倉敷市 東広島市

2021
(R3)

３１/53都市 １０事業 鳥取市

2022
（R4）

３０/43都市 １０事業 鳥取県

2023
（R5）

28都市
(応募総数未公表)

10事業 松江市 八頭町 備前市 福山市

計 182都市 60事業

島根県内で初めて！
モデル事業にも選定！
（今年度、中四国地方で唯一！）



これまでの経過

2023年（令和５年）

２月２7日（月）･･･「SDGs未来都市」提案書を国に提出

３月２7日（月）･･･国の外部委員会で書面審査、ヒアリング対象団体に決定
「自治体SDGs推進評価・調査検討会」

（座長：村上周三 東京大学名誉教授）

４月２１日（金）･･･Webによるヒアリング審査（市長がプレゼン）

５月22日（月） SDGs未来都市に選定・授与式開催



選定証授与式 と き：2023年5月22日（月）15:00～
ところ：内閣府合同庁舎〈東京〉

岡田内閣府特命担当大臣
（地方創生）

上定市長

令和5年度「SDGs未来都市」選定28都市



SDGs未来都市
「国際文化観光都市 松江」の豊かさ創出
～地域と世代をツナグ「水の都」と「城下町」の

持続可能な発展を目指して～

松江市の提案（選定）内容

自治体SDGsモデル事業
「水の都・MATSUE DREAMS」で達成する
持続可能な経済・社会・環境

選定！

選定！

松江市のSDGs
（ホームページ）

詳しくは



オール松江市のSDGs、始動！

「松江市SDGs推進本部」の設置（6月）

 市長直轄アドバイザー会議：SDGsアドバイザー、広報企画官
 推進本部：〈本部長〉市長 〈構成員〉副市長ほか部長級以上
 推進チーム：次長・課長級 推進員：若手職員 事務局：政策部

「SDGs未来都市計画」の策定 （国に提出）

「自治体SDGsモデル事業」の推進 （随時）

「SDGs出前講座」の開始 （地域・団体・学校などと協議中）

シンボルロゴデザインの作成 （検討中）

「SDGsシンポジウム」の開催 （検討中）



「松江ならでは」の魅力を
の視点により高め、

世界中から人が集まる
「SDGｓ未来都市 松江」
を創ってまいります。


